
                               

 

 

 

 
 
 

福南中学校の給食に「児島湖産テナガエビ」が使用されます！ 
 

 

岡山市立福南中学校では、「総合的な学習の時間」に児島湖について学習しています。 

県では、児島湖についての関心や理解をより深めてもらうため、同校に「児島湖産テナ

ガエビ」を給食の食材として提供します。 

※ 取材していただける場合は、前日までに環境管理課（086-226-7301 担当：田上、

越宗）までご連絡ください。 

記 

１ 「児島湖産テナガエビ」の給食提供 

岡山市立福南中学校に、県が増殖事業を実施している「児島湖産テナガエビ」を給食

の食材として提供します。給食時間中に、生徒が校内放送で児島湖やテナガエビについ

ての解説も行います。 

 

 ・日 程：令和５年11月15日（水） 12時45分から13時20分まで 

      ※校内放送は、13時頃からの予定 

 ・人 数：岡山市立福南中学校 

全校生徒、教職員 計450人程度 

 ・料 理：テナガエビといしもちじゃこの唐揚げ 

 

【参考】 

  県では、児島湖の水質浄化に役立つテナガエビの増殖実験を平成30年から実施

しており、魚礁の設置によりテナガエビの漁獲量が増加することを確認していま

す。 

テナガエビは、味も良く、水産資源としての価値も高いことから、漁獲や食材と

しての利用を通じて児島湖のイメージを改善することも目指しています。 

 

２ その他 

  同校では「総合的な学習の時間」に児島湖の学習を行っており、令和５年９月29日に、

県職員が講師を行い、１年生の生徒を対象に「五感調査」を実施しました。 
 

【参考】 

「五感調査」とは、「見た目」や「におい」等、人の五感を用いた水質評価手法です。  
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